2007年 3月 18日 メッセージ祈りのカード                                                 (資料提供: インマヌエル・ソウル教会  http://www.darak.net, htpp://www.jcking.net)
	産業宣教:OMCの祈り(2)-賛美宣教学校(詩150:1-6)
	聖日1部: 仕掛けられたわなから助け出されるように(詩篇124:1-8)
	聖日2部:神様がくださった生活と伝道の方法は何か?(使徒1:1-8)
	伝道学校:質問(4)- 主よ、主よと言う者がみな天の御国に入るのではない(マタイ7：21)

	1．すべての人々と音楽は不可分の関係  

  (1) 詩150：1－6 

   (2) エゼキエル28：10－14 

   (3) Ⅰサムエル16：23、エペソ1：3、使16：19－31 

2．問題についての準備 

   (1) 世の中の歌を歌う芸能人たち 

   (2) 音楽専攻者 － 霊的な問題 

   (3) 教会内の讃美の問題 

   (4) 未来についての問題 

3．讃美宣教学校 

   (1) みことば運動 － 福音運動 

   (2) 分野別の専門性 

   (3) 演奏会 

   (4) 作品 

   (5) RUTC放送
	♠序論
(1)聖書内容は-おもに三つ
1)一般の人々が読んでもかまわない部分-宗教的、律法的、倫理的な部分
2)福音を悟った人だけが分かる部分-血の契約、ただイエスだけ...

3)救われた人も理解できない部分-

(2)聖書が唯一性を強調する理由-仕掛けられたわなから助け出す他の方法がない。
(3)ダビデ周囲のわな-人々+サウル王+家族
(4)さらに重要なわな-サタンのわな(創世記3章、運命、地獄)

▲本文-ダビデは本文でわなから助け出される奥義を話した。どのようにこれが可能なのか?

1.私たちの助けが主の御名にある(8節)

▲なぜ主の御名にあるとしたのか? 暗闇のわなをうち砕くには福音しかない。
(1)モーセ(出エジプト3:14-15)-主であるわたしが送ったと言いなさい!

(2)エレミヤ33:3事を行う主、それを作って成就する主、その名が主である者がこのように告げる...

(3)イザヤ7:14その名をインマヌエルと言う。

(4)ヨハネ17:11-12わたしの名は主の名である。

▲ヨハネ14:14わたしの名で何でも求めれば...

(5)使徒3:1-6,使徒16:16-18,ピリピ3:21万物が服従する名
2.その御名だけがサタンをうち砕くことができる。
(1)サタンは今でも健在だ-今でも創世記3章事件以後、エペソ6章、Ⅱコリント11:14(光の天使)で働いている
(2)それで聖書に最も重要な話が

1)創世記3:15女の子孫が蛇の頭を踏み砕くこと。
2)Ｉヨハネ3:8悪魔のしわざを滅ぼすために来られた。
(3)そして、この権威を私たちに与えられた。
1)ルカ10:19敵の力を制御する権威を与えられた。
2)マルコ3:15悪霊を追い出す権威を与えられた。
3)マルコ16:15-290弟子を送り出しながら、わたしの名で悪霊を追い出せと言われた。
3.主を見上げてこそ、その名、その力が分かる(2-3節)

▲もしも主が私たちの味方でなかったなら...(2節)

(1)正しい礼拝がなぜ重要なのか?

(2)正しい神殿がなぜ重要なのか?

-福音ある教会を作る時は、大きい霊的な祝福があり、福音がない教会をたてた時は大きい偶像の働きが起きた。
(3)福音をもって定刻に祈ることがなぜ重要なのか?

▲皆さんが契約を捕まえる瞬間から働きが起きる。
▲コロサイ1:13暗闇の勢力からあなたがたを呼び出すために神様が来られたと言われた。
4.結論-サタンの最後のわなが一つある。

▲どうにかして、福音を悟れないようにさせて、福音の中に入って来られないようにする。神様は、みことばを聞いて、福音を悟ることを願われて、福音の中にある祝福を味わうことを希望される。今日、皆さんがこの祝福をダビデのように受けるようになることをイエスの御名でお祈りします。今日、すべてのサタンのわなをうち破ってしまい、勝利することをイエスの御名でお祈りします。アーメン
	♠序論-クリスチャンの誤解と錯覚
(1)クリスチャンはいくつかの誤解、錯覚をしている。
1)福音は-完ぺきだが基礎だと錯覚
2)祈りは-この福音を味わうことなのに錯覚/誤解
3)伝道は-福音を味わっていればくること。
(2)生活と伝道は別のものではなく、同じようなものだ。
1)レムナント7人-神様がともに...

2)初代教会-使徒1:8

3)タラッパン発見- 20の戦略+RUTCまで答え
1.伝道①-神様がくださった答えを味わうこと(使徒1:1-8)

(1)1節-結論-キリスト(油を注がれた者)

1)祭司-罪（原罪）、呪い/災いの解決

2)預言者-神様に行く真の道
3)王-地獄の勢力、サタンをうち破ってしまったキリスト!

(2)結果-神様の国(使徒1:8、マタイ24:14)

(3)方法-ただ聖霊充満
2.伝道②-教会と現場
(1)使徒2:1-47教会で起きた答え5つ
1)答え-真の力(聖霊の力)、経済/伝道の門(15ケ国の門)、みことば成就(ヨエル2:28)、弟子、現場が生き返ること。
2)伝道?-教会でこの5つの力を得ること。
(2)現場の門が開き始め

1)使徒2:41-42 3千人の弟子が起きること。

2)使徒3:1-6,教会と現場が連結する答えが伝道
3)だから答えが使徒6:1-2数多くの弟子が起きて、使徒9:1-43、使徒10:1-6弟子がぱっと広がった。
3.伝道③-生活と現場
(1)迫害がむしろ土台(使徒4:1-12,使徒7:54-60,使徒8:1-3,使徒12:1-25,使徒16:16-40,使徒17:4-5市場にならずものが動員されて福音を防ぎ)

▲それでも大丈夫だ。確かに神様が働かれる
(2)このために使徒11:19アンテオケ教会が誕生,使徒16:6-10マケドニアの門が開く、使徒19:21,使徒27:24ローマも見なければならない
(3)ここでみことば運動を始めればずっと答えがくる(伝道)

4.結論

(1)Ｉペテロ2:9私-イエスを信じる瞬間に、家を生かす祭司、暗闇をみなうち砕いた王、光を伝える預言者.

(2)確信を持とう(正しく信じること)

1)確信-神様の子ども、祈りの答え、勝利、罪の赦し(呪いの終わり)、神様の永遠な導き
2)理由-サタンが攻撃できないように(Ｉペテロ5:7-8)

(3)経済-心配するな。経済の奥義三つ
1)世の中を維持するための経済
2)未来のための経済-それで現実が難しくても発展して行く。
3)隠された経済-伝道と宣教のために準備された経済
▲十分の一献金(12部族の奥義)、宣教(アンテオケ教会の心)、RUTC(パウロが会堂を訪ねて行った心)、建築(ダビデの心)-心に入れよう!

▲この祝福が皆さんの子孫代々にあることをイエスの御名で祝福します。アーメン

	1．ユダヤ教とパリサイ人の教理
(1) トーラー、シェマ、タルムード
  (2) 組織、伝統、制度と儀式 

  (3) 律法、善行 (行為、働き) 

2.．カトリック教(ローマ教)の教理 

  (1) 7つの秘跡の問題 

  (2) 行い (功績) 

  (3) 献金 (特別献金) 

  (4) 煉獄説 

  (5) 幼児のリンボ
3．今日に隠れて流れている正統のマスクをかぶった異端 

  (1) 生活を強調　(福音より律法) 

  (2) 善行を強調　(みことばより救済) 

  (3) 行為の救い、行為の祝福 

4．Remnantが理解すべき真の福音 

  (1) マタイ16：16 

  (2) 使4：12 

  (3) ピリピ3：1－21

	核心訓練: ヒゼキヤ王の聖殿の掃除(Ⅱ歴30：1－9)
	
	
	区域:福音成功シリーズ(139)-彼が暗闇の圧制から救い出されました(コロサイ1:13)

	1．神様が願われる政治指導者
  (1) ダビデ 

      ① 詩78：70－72      ② Ⅰサムエル16：1－13、23 

      ③ Ⅰサムエル17：1－47     ④ 詩23：1－6         
⑤ Ⅰ歴29：10－14 

  (2) ヒゼキヤ 

      ① Ⅱ列18：1－8 

      ② Ⅱ列19：14－35 

      ③ Ⅱ列20：1－11 

   (3) ヨシヤ 

      ① Ⅱ歴34：1－7　(改革)      
② Ⅱ歴35：1－19　(祭りの回復) 

2．ヒゼキヤ王の聖殿についての中心 

   (1) ダビデの王の中心で聖殿を修理した　(Ⅱ歴29：3) 

   (2) 主の宮を聖別する　(Ⅱ歴29：5) 

   (3) ともしびの火を消して聖所で全焼のいけにえをささげる　
(Ⅱ歴29：7) 

   (4) アロンの子らに命じていけにえをささげた　(Ⅱ歴29：21) 

      ① 七頭の子羊　　　　　② 罪のためのいけにえ 

   (5) ダビデの楽器で主を讃美　(Ⅱ歴29：27－31) 

3．神様の答え 

   (1) エルサレムの怒り、おののき、恐怖、あざけりを目で見る　(Ⅱ歴29：8) 

   (2) 剣に倒れる子供、妻のとりこから離れさせる心の主　
(Ⅱ歴29：9) 

   (3) 主の燃える怒りが離れさせる心　(Ⅱ歴29：10) 

   (4) 祭りを回復　(Ⅱ歴30：5) 

   (5) 近衛兵の回復　(Ⅱ歴30：6) 
  * ヒゼキヤ王が逃した二つのこと 

   (1) RUTC            (2) 宣教
	
	
	1.先に暗闇の権威が何かを分からなければなりません。
(1)権威-誰かが上から与える権力を権威と言います。王が臣下を呼んで立てることが、権威が与えられたと言うのです。
(2)サタンの権威
①創世記3章以後、人間を呪いの下に置くようにさせました。(創世記3:16-20)

②ヨハネ8:44未信者の父,嘘つき
③Ⅱコリント4:4-5サタンを世の中の神と言いました。

④ヨハネ16:11-14サタンを世の中の王と言いました。

(3)その権威で悪霊を操っています
①おかしな病気②精神病③Ⅱテサロニケ2:10-11

2.神様がキリストを送られて、暗闇の勢力から私たちを救い出されました。
(1)預言が成就しました。

①創世記3:15　　②Ｉヨハネ3:8 

(2)呪いを担われました。
①イザヤ53:5-6　　②マルコ10:45

(3)救いの道を開かれました。

①ヨハネ14:6　　②ローマ5:8

3.私たちを御子の国に移されました。
(1)ローマ8:2、黙示3:20

(2)聖霊で捺印して保護しながら、力を与えられて、証人になるようにされました。
(3)天の御座の祝福を味わうようにされました。

①ピリピ3:20　②ヘブル1:14,黙示8:3-5

(4)天の報いが備えられています。

①ピリピ3:12,14　②Ｉテサロニケ2:19　③Ｉコリント15:58

♠これ以上、暗闇、悩み、心配に陥らないようにしましょう。葛藤、苦しさ、憎しみに陥らないようにしましょう。








